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クラブテーマ：Step Up 豊川宝飯～みんな仲良く～ 

会長／小田伊佐浩   幹事／石黒貴也   会報委員会／杉浦和人 原田浩史 舘山紘介 

例会場／毎週火曜日 12：30 豊川商工会議所  ℡0533-86-4101  

事務局／豊川市豊川町辺通 4-4 豊川商工会議所会館内 ℡0533-86-2535 Fax0533-86-8889  Email:hoirc@sala.or/jp 

本年度第２６回 通算１７８４回 

２０２４年３月４日（火） 
出席報告 

会員総数 出席者数 出席率 2/2 修正出席率 

７１名 ３９名 ６１．９％ ８７．７％ 

 ゲスト：（なし）  ビジター：（なし） 

★会長あいさつ        小田伊佐浩会長 

皆さん、こんにち

は。まずは岩手県の

大船渡市、そして鎮

火されましたが長

野県上田市、山梨県

大月市付近の山林

火災で、避難もしく

は家屋焼失された方々にお見舞いを申し上げたいと

思います。地区を通じて義援金の要請がありました

ら、速やかにクラブとして協力する所存です。よろ

しくお願いいたします。 

前回の2月18日の例会に40周年記念事業のクラ

ブフォーラムに多くの方に参加いただきました。大

筋の企画は承認されたと捉えて、詳細は今後、柴田

委員長をはじめとする準備委員会で進めて参りたい

と思います。本日の理事会で創立 40 周年実行委員

会の組織図が承認されました。3 つの部門に分かれ

ておりますが、企画の段階で分かれて事業準備や当

日は、もちろん全員 71 名で行っていくと言う組織

でございます。今後ともご協力のほどよろしくお願

いしたいと思います。 

今週末の3月8日土曜日は、分区のインターシテ

ィミーティングがあります。時習館高校の寺田校長

と㈱HONE 代表の桜井さんのパネルディスカッショ

ンがあります。「人工減少とどう向き合うか」と言う

テーマで行われます。私と石黒幹事は、分区の会長

幹事会でお二人の話は既に聞いておりますが、大変

興味深いお話でございますので参加される方はぜひ

楽しみにして頂ければと思います。 

来週 3 月 12 日から台中松竹ロータリークラブに

公式訪問させていただきます。去年6年ぶりに来日

されて太田年度の時にお迎えすることができました。

今年は行く側とこういうことで台中松竹ロータリー

クラブの創立 28 周年記念式典・懇親会に参加させ

ていただきます。帰ってきた折には、訪問報告させ

て頂きます。 

最後に、昨日全国ネットの帰れマンデーと言う番組

に鈴木忍会員が出演されておりました。国府市の厄

除け餅の説明でされたと思います。数十秒お話しを

されてて、びっくりしましたが、林副会長依頼の全

国ネットの出演ではなかったでしょうか？またご本

人に厄除け餅の話をする機会を設けたいと思います。

よろしくお願いします。 

★幹事報告            石黒貴也幹事 

例会臨時変更のお知らせ 

3月25日例会について 

豊橋南ＲＣのオープン例会について 

★委員会報告 

雑誌広報委員会 野中知加子委員長 

ロータリーの友2月・3月号の紹介 

親睦委員会 田中健司委員長 

春の行楽開催について 

次年度 笠原盛泰会長・土井昌司幹事 

次年度の委員会配属について 
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★卓話「地区青少年交換委員会について」 

河本圭史会員 

こんにちは。土井プロ

グラム委員長から本日の

卓話を任せて頂きまし

た。2年前から2760地区

の青少年交換委員会に出

向させていただいおりま

すので、その委員会でど

んなことやっているかということをご説明させて頂

きたいと思います。 

皆様の会費の中から、地区に分担金を納められて

います。この中から一人当たり2,020円ほどが我々

の委員会に財源として入っています。皆様にご支援

頂いて青少年交換委員会を運営しております。どう

いう委員会かといいますと大体8月から翌年の8月

までの間、2760地区から15歳から18歳の青少年を

海外に派遣いたしまして、代わりにその派遣先の地

区からインバウンドを受け入れるといったシステム

になっております。 

リーダー組織図として、この地区にはいくつか委

員会があります。青少年だけでもたくさんあるんで

すけども、この青少年交換委員会だけが国際ロータ

リーの直轄の委員会になっています。何か問題があ

ると72時間ルールというのがあります。例えば、青

少年とかインバウンドにハラスメントがあったとし、

そして彼ら彼女らがそれを訴えたり、問題とした場

合に 72 時間以内に国際ロータリーに報告をしてそ

の真偽を問わないといけないと言うルールがありま

す。これを無視して揉み消そうとしたりとかすると、

例えば私が問題おこしたとしたら、私は当然ロータ

リアンの資格を剥奪されますし、この豊川宝飯ロー

タリークラブ自体も消滅する可能性があると言うよ

うな状況になっておりますので、今ハラスメントと

言うのは危機管理委員会も一緒になって取り組んで

います。とても難しいです。例えばエレベーターに

派遣生の女の子と私だけで絶対乗らないようにとか、

1対1とかロータリアン1人と派遣生何人かと言う

状況を作らないように必ずロータリアンも2人3人

以上一緒に乗ります。何か変な話まででっち上げみ

たいな形で言われちゃったら、もう冤罪と同じで問

題にされてしまうので、そういった自己防衛も含め

て、お酒の場とかいろんな部分で非常にシビアにや

っています。それぞれ担当を持たされます。派遣す

る生徒さんと迎えるインバウンドの担当があります。

国際ロータリー直轄ということで、我々の委員会に

は本年度の吉川ガバナー、そして鈴木エレクト、國

府谷ガバナーノミナーも委員会メンバーになってお

り、毎回委員会に出席をいただいております。問題

等があったりしたら、アドバイザーと言う形で一緒

に委員会をやっています。 

タイムテーブルを説明します。まず 5 月位から 7

月の間に募集をかけて外国に行きたいと言う中高生

を募ります。面談と書類志願書とか揃えてもらった

上で我々の委員会で試験を行います。英語のテスト

だったりとか、面談だったりと、どんな意気込みで

海外に行くのかということです。これはただの留学

制度じゃなくて、ロータリーがかなりの金額を負担

しますので、国際平和であったり、日本の親善大使

として海外に行って向こうのことを学ぶのはもちろ

んですけども、向こうのロータリアンにも日本の愛

知県のことをよく知ってもらって、ファンを作って

もらう言うミッションがあります。親善大使として
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国の事とか文化のことも勉強してもらうと言う条件

で行っております。1 年間毎月のオリエンテーショ

ン12回やって、1回でも欠席したら海外に行くこと

はできません。ロータリーとは何か、日本の文化と

は何か、そういったことも踏まえて1年間勉強した

上で、8月に晴れて海外のほうに行って、1年間向こ

うで生活をします。月に1回は向こうのロータリー

クラブの例会に出席してスピーチをしたり、ホスト

ファミリーの家で生活をして1年後の8月に帰って

きます。帰ってきたら今度は帰国生ということで 1

年間 12 回、我々と一緒に今度は次に行く生徒たち

の世話をする。いろいろ教える立場となって活動し

てもらいます。その帰国生の立場が終わると、その

後はローテックスと言う肩書に変わりまして、いろ

んなロータリーの行事を手伝ってもらったり活動を

していただくと言う形になります。 

この帰国生を1年間終えるとディプロマと言う修

了証が発行されます。これを大学受験や就職の際に

履歴書に書くことはできないんですけども、それを

持っていると特に外資系の企業なんかでは非常にプ

ラスになると言うことで、本人たちにとっても非常

にメリットがある交換制度になっています。 

以前は、豊川宝飯ＲＣもホストクラブとしてイン

バウンドの受け入れやった事例もあると伺いました

けども、やはり受け入れのクラブだけじゃなくて、

ホストファミリー、実際に生活をするところ、それ

と学校ですね、いろんな協力関係がうまくいかない

と成り立たないです。当クラブが受け入れたときに

は、学校がなかなか機能しなくて、インバウンドの

面倒をしっかりと学習も含めて十分に果たせなかっ

たと言うところで最近はやっていません。東三河分

区で受けているクラブが少なくて、豊橋がたまにや

っているぐらいです。委員会の方でも東三河でない

のかと言う話は出ますけども、ほとんどが名古屋や

西三河、尾張が中心になっている状況です。 

学生には 4Ｄルールというのを絶対に守るように

言われています。ドライブ、これは車、バイクなど

のエンジンがついた乗り物を向こうで運転しない。

デート、異性と遊んだりしない。ドリンク、これは

アルコール類ですね。ドラッグ、危険薬物に手を出

してはいけないということです。インバウンドでき

た生徒さんでは、自分の国では 17 歳になったらお

酒飲めるとか言う国もあるので、飲酒を普通にして

しまう生徒さんがいます。この４Ｄルールを破った

場合は、すぐに国際ロータリーに報告しなくてはい

けなくて、当然強制帰国と言う形を取ることになり

ます。 

交換の中止の理由として、重大なルール違反、健

康上の問題などです。ホームシックにかかったりと

か、ホームステイ先のホストファミリーと問題をお

こしたりと、そういった部分でも毎年1名ぐらいの

インバウンドが帰国をしております。今年も1名も

帰国した子がいます。今年は6名受け入れているん

ですけれども、来年は 16 名受け入れることになっ

ているので、かなりの大変なケアをしないといけな

いかなと思っております。 

私は、一宮から出ている子、フランスから来てい

る子を担当しています。何もないと言うことではな

くて、いろいろと対応することがあります。 

委員会の仕事はほんとにやることがいっぱいあ

りまして、ワクチン接種の確認から渡航先のカウン

セラーと Zoom で話をして、どんなアレルギーを持

っているからどういう風にしてほしいとか、どんな

薬を日本では飲んでいるけど、そっちの国ではこの

薬が良い方じゃないかとか、そういった確認を出国

前に全てして、全て整った上で空港までお見送りに

行くと言う立場にあります。非常に責任重大です。 

もともと3年間経ったら辞めるつもりでいますの

で、今年2年目で、来年25-26で出向される事は理

事会で承認を受けましたので、来年いっぱい、この

委員会で勉強させて頂き晴れて地区出向が解かれる

のかなと思っております。思っていた以上大変で青

年会議所時代よりも大変な委員会だと思っています。 

来年はブラジルの子1人とフランスの子2人担当

で、今は Zoom でフランスやブラジルの担当者とや

りとりしています。非常に刺激を受けながらやって

おります。 

今度5月のロータリーフードフェスティバルにブ

ースを出して、インバウンドの子、派遣生、帰国生、

ローテックスみんなで PR するブースがございます

ので、名古屋にお出かけの際には立ち寄っていただ

いて、こういう子たちとこういう委員会やっている

んだなぁっというのを見ていただければと思います。 

ご興味がありましてお知り合いの方、ぜひ1年間

海外に行かせたい人、民間の留学制度に比べると非

常に割安になっています。そして勉強することも非

常に大きいです。ホストクラブを受ける受けないは

別にして、派遣したい高校生等いらっしゃいました

ら、ご紹介いただければしっかりとフォローして参

りますのでよろしくお願いいたします。これで私の

卓話を終わります。ご清聴ありがとうございました 
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★ニコニコボックス 

河本圭史会員 本日卓話を担当します 

大木悦子会員 誕生日を祝って頂き 

井指和昭会員  〃 

金田柾宏会員  〃 

柴田陽一会員  〃 

加藤哲山会員  〃 

井指光基会員 結婚記念日を祝って頂き 

大沢茂樹会員 事業所創業を祝って頂き 

廣田 篤会員  〃 

山本章吾会員 入会記念を祝って頂き 

寺部良洋会員 誕生日と結婚を祝って頂き 

夏目雅康会員  〃 

早川喬俊会員 所要にて途中退席します 

 

★東三河分区ＩＭ 

 3 月 8 日に東三河分区ＩＭがホテルアークリッシ

ュ豊橋で行われました。 

 

 

 

★東三河分区ＩＭ 

 

 

 

 

 

 

 

会報担当：杉浦和人・原田浩史・舘山紘介 


